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和文要旨

仏像の製作は、 1世紀木に現仕のインド ・パキスタンで発祥した後アジア各地へ伝播し、各地 ・各時代で多様な
造形を展開した。私たちは、この多様な造像様式の計測的かつ統計的な分析を追求し、品梁側面観造形の特徴分析
を行っている。これまでは、 tr_aより gn_aに引いた直線を基準線とし、灼尖角と、品角、盾間角、および島根角
の比の対数値を特徴パラメータとし、クラスター分析を行った。ここでは、個々の仏像と個々の人の鼻梁側面観形
状の近縁度合をしらべることを目的として、昴尖角と、晶角、眉間角、および鼻根角の比を特徴パラメータとし採
用した。これらのパラメータに関して、法隆寺彫像 47例と学生群 40例のデータ間で、総当りユークリッド距離
を筒出した。その結果、ヒトとのユークリッド距離 1軸上に、彫像全例を配列することができた。すなわち、仏
像鼻梁の仏性表現としての超人的造形とヒ ト恥梁との、近縁性あるいは遠縁性を数贔的に把握することができた。
この手法は今後、異なる時代や異なる地域の仏像造形分析に適用しうると考えられる。
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Keywords : Buddhist sculpture, Nasoglabellar profile, Feature parameter, 
Euclidean distance, Cluster analysis 

1. はじめに

仏像の製作は信仰の形而下表象として、釈迦滅

後約 500年を経た 1世紀末に、現在のパキスタ

ン（ガンダーラ）およびインド（マ トウラー）で

発祥したとされる。その後アジア各地へ伝播し、

各地 ・各時代で多様な造形を展開してきた。草創

期造形方式の影懇は、とくに中国の初期像に見ら

れ、朝鮮半島や日本もその傾向を継承したが、い

っぽう東南アジアでは民族性の強い様式が顕著に

なった [11。

仏陀や菩薩は、人間が人間を超越する存在にな

ったことを表象するよう に造形されてきた。私た

ちは、その造形表現について、多変量解析手法を

l'形相研究所、 KeisoResearch Laboratories 

用いたアプローチを試みており、いくつかの超人

的造形が意図的になされたであろうことを示すこ

とができた [21。

しかしながら、個々の像がどのように、またど

の程度そのような超越性造形を有するかについ

て、明らかにすることは必ずしも容易ではなかっ

た。

ここでは、個々の像が個々の人とどのような形

態上の類似性を有するかについて、解析を試みて

しヽる。

2. 目的

私たちは先に、仏像群と人間群の標本を併合し
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てクラスター分析や主成分分析を行い、仏像の鼻

梁側面観造形として、 4つの基本的な鼻梁造形様

式が区分できることを報告した [2]。しかしその

造形様式は、グループとしての造形特徴であって、

個々の仏像について明確な超越性の度合を必ずし

も示すものではなかった。

その困難性の第 lは、人鼻梁の形状も、仏像

鼻梁の造形も、それぞれ多岐にわたっていること

にあり 、またその第 2は、とくに 2群併合のク

ラスター分析にあると思われた。

そこで本研究は、仏像の仏性表現度合評価法の

実現を目的として、ヒ トの鼻梁側面観データと仏

像の鼻梁側面観データの間のユークリッド距離の

有効性を検討した。

3. 方法

3.1. 対象画像の選定

本研究では、既成の法隆寺彫像側面観写真をデ

ジタル画像として取込み、 Photoshop画像上で計

測を行った。これらの写真は、必ずしも正確な画

像計測を目的とした条件のもとに撮影されたもの

ではないので、まず一見して撮影位置や角度に問

題があるものを除外した。また、宝冠や垂飾など

によって計測点が遮蔽されているものや、開口に

よって頻全体が変形している像も除外した。画像

密度は 800~ l,lOOdpi、また角度分解能は 0.1° 

である。

法隆寺の彫像には、如来や菩薩などの慈悲型や

天部などの怠怒型ばかりでなく、歴史的あるいは

実在の人物像が含まれるので、超越的な表象か

ら人間的な表象までの造形を研究することができ

る。

対象画像に選定した資料を、表 lに示す。

1)第 1標本群 ：法隆寺彫像 [3][4][5]

飛鳥期から鎌倉期にいたる、法隆寺彫像群を第

lグループとした。表 lに示したように、この群

は、長い時代間隔に亘り、多様な追像様式を示し

ている。以下、「彫像群」とする。

2)第 2標本群 ：ヒト

関西学院大学学生の横顔を国籍、性別、年齢を

問わず撮影した左側横頻写真から、眼瞼によって

鼻根計測点が隠されたり 、小鼻によって鼻元計測

点が見えない例や、髪際の位隧が確定できない横

顔など、不具合のある例を除いて、第 2グルー

プとした。以下、「学生群」とする。学生群を表
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2に示す。

3.2. 鼻梁側面観計測点の設定と計測項目

仏像の頻は人間に似せて作られているので、ヒ

トの顔面頭部の多くの計測点を利用することが可

能であるが、造形物であるから解剖学的な基盤は

ない。一方、人間にはない特異造形があり、ヒ ト

計測点の単純な適用はできない。私たちは仏像の

みならず造形物の計測点には “artificialx"の意と

して添字 “_a’'を付し、 (x_a) と表示するように

している l2l。
l)彗準線 (tr_a-gn_a) 

画像の反転 ：資料写真は左右側面が混在してい

るので、右側面の場合は画像を左向きに反転した

のち、以下の手順を行った。

基準線：彫像頭部では、耳眼面を設定できない。

本研究では、髪際の trichion(tr _a)から願最下

部の gnathion(gn_a)にいたる直線 (tr_a-gn_a) 

を基準線とした。

2)画像回転

上記の基準線が画面の縦軸 (Y軸）に平行とな

るように、 tr_aを点中心として画像を回転し、垂

直姿勢としたのち以下の計測点を設定した。

3)計測点の設定（図 1)

(1)鼻尖の Pronasale(prn_a)：鼻輪郭の前方

最突出点を prn_aとした。

(2) 眉間の Glabella(g_a)・． 横頻の眉間点を

g_aとした。彫像ではギリシア鼻様造形や鼻根

から眉間にかけて平坦な造形があり、隆起点が

明瞭ではない例がある。この場合は、眉上端に

接する水平線と鼻梁輪郭との交点をもって g_a

とした。

(3)鼻根の Sellion(se_a)：鼻根から眉間にい

たる輪郭の最凹点を se_aとした。彫像ではや

はり、鼻根が必ずしも鮮明ではない例がある。

その場合は、上瞼下縁最上部から引いた水平線

と鼻梁輪郭との交点をもって se_aとした。

(4)鼻梁延長点の Pronasale'(prn'_a): prn_a 

から鼻梁に沿って延ばした直線と基準線との交

点を prn'_aとした。鼻尖がラウンド状を呈す

る例においては、この直線は鼻梁輪郭線と一致

しないことがある。

4)計測項目

彫像では人類に適用される計測項目を必ずしも

定義通りに適用できない。本研究では、彫像の鼻
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表 1． 資料一覧表 （彫像）

隆は法降寺の略記表示

No 対象略称 像種類 素材

I 隆 l金堂釈迦 釈迦如来坐像 銅、鍍金

2 隆 2金堂薬師 薬師如来坐像 銅、鍍金

3 隆 3金堂阿弥陀 阿弥陀如来坐像 銅、鍍金

4 隆 4舘娩 菩雑像 銅、鉗令

5 隆 5釈迦 釈迦如来坐像 銅、鍍金

6 隆 6観音 観皆菩薩立像 銅、鍍令

7 隆 7観音 観音菩競立像 銅、鍍金

8 隆 8夢遥 観音菩薩立像 銅、鍍金， 隆 10観音 観音菩薩立像 銅、鍍令

10 隆 11観音 観音菩薩立像 銅、鍍金

11 隆 14橘阿弥陀 阿弥陀＝尊像「頂9 銅

12 隆 I5 fi裔左脇 阿弥陀三尊像左脇侍 銅

13 腐~ 16 fl裔 {j•II杭 阿弥陀三蒻（象右脇侍 銅

14 隆 17金溢持国 持国）く像 木、彩色

15 隆 18令常増長 培長犬像 木、彩色

16 隆 19金堂広11 広「I天像 木、彩色

17 隆 20金堂毘沙 毘沙門天像 木、彩色

18 隆 21金堂占祥 占祥天像 木、彩色

19 隆 22地蔵 地蔵菩薩像 木、彩色

20 隆 23講常槃師／［脇 槃師二尊像左I協侍 木、漆箔

21 隆 26観勒佃正 伝観勒僧正像 木、彩色

22 隆 27五直文殊 文殊菩薩像 塑上

23 隆 29五重菩蒻 菩姓像 塑」・

24 隆 30侍者 侍者像 塑上

25 隆 34食堂梵天 梵天像 塑 I.
26 隆 35食堂帝釈 帝釈天像 塑 I

27 隆 38食堂広L 広目天像 塑上

28 隆 40金堂吉祥 者祥天像 塑 I

29 隆 41拶殿道詮 道詮律師像 叩上

30 隆 42餌i円薬師 薬師如来坐像 脱活乾漆

31 降 43(ム社、111阿弥陀 阿弥陀—尊像 1l 尊 脱活屹漆

32 隆 44伝法中阿弥陀左脇 阿弥陀―尊（象左脇侍 脱活乾漆

33 隆 45伝法中阿弥陀右脇 阿弥陀二尊像右脇侍 脱活乾漆

34 隆 46伝法西阿弥陀 阿弥陀三尊像中雑 脱活乾漆

35 隆 47仏法西阿弥陀左脇 阿弥陀二尊（象J,：脇待 脱活乾漆

36 隆 48伝法西阿弥陀も脇 阿弥陀三昨（象｛＿叶協位 脱活乾漆

37 隆 49（広法東阿弥陀 阿弥陀三尊像中衿 木心乾漆

38 I隆52細11寸りが柑J 弥勒菩辟像 木心乾漆

39 隆 53夢殿行信 行侶僧都像 脱活乾漆

40 隆 56救IIt観畠 観音菩陸立像 木、彩色

41 隆 58百済観音 観晋牌薩立像 木、彩色

42 隆 60観宮 観音菩薩古像 木、漆箔

43 隆 66勢至 勢ギ菩薩像 木、漆箔

44 隆 68太了壮年 聖徳太子坐像 木、彩色

45 隆 72)べ下少年 兜徳太子坐像 木、彩色

46 隆 80薬師中尊 薬師三尊像中祁 サクフ、漆箔

47 隆 90)L而 観当菩薩立像 |’I柏

梁側面観造形に最も良く対応すると考えられる変

数として、角度が倍率の影聾を受けない利点を考

l点し、下記の角度を選定した。

(1)鼻尖角 (TA): tr_aから prn_aに引いた直

線が基準線と成す角度。本研究はギリシア鼻様

造形を主テーマの一つとしているので、この角

度を特に設定した。

(2)品角 (PA): prn'_aから prn_aに引いた直
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所(£ 時代 備号 出典

へ、I 9． 、千晋． 飛烏 廿利？ 131 
金党 飛鳥 | 3 | 

金堂 鎌倉 貞永元 1232 [31 
人宝蔵院 飛鳩 131 
大宝蔵院 飛烏 戊1こ年銘 (628?) 131 
大宝蔵院 飛l]白)fl¥ 伝姑帥脇侍 131 
人宝蔵院 隕鳥白鳳 仏槃師脇侍 [31 
人宝蔵院 IJ. I鳳 夢迫観晋 [3] 

大宝蔵院 鎌倉？ ｛瓜(Ili'；が1tEI協（寺 13] 
大宝蔵院 鎌倉？ ｛広阿りが1陀1協侍 13] 
大宝蔵院 r, 1鳳 橘大人所持 [3] 

大宝蔵院 白鳳 橘夫人所持 [31 
大宝蔵院 I’l鳳 橘人こ人所持 1 3 | 
金常 飛烏 文皮臣光 131 
金堂 飛烏 131 
金常 飛烏 山「1大口費 13I 
J/‘L‘;’ヒ1• 'I'安 1078 [3[ 

金堂 ‘1位と 1078 [3[ 

金喘 平安 9-!0C | 3| 

講堂 平安 IOC後？ [3¥ 
経蔵 平安 I OC rj, 131 
五里塔 天平 71 I 141 
五咀塔 天平 71 I |4 l 
五重塔 ）く平 71 I [41 
食堂 141 
食堂 14 I 
食堂 [41 
金堂 1 4 | 
夢殿 平安 出観？ [4[ 

西円堂 |4 1 
伝法堂 尺'I;・ | 4l 
伝法党 天‘ヤ・ 14¥ 
伝法堂 犬平 141 
伝法党 火平 14] 
伝法党 天11 141 
（盆去堂 天 ‘I・; |4 1 
伝法堂 犬平 [4[ 

綱封蔵 | 4 l 
夢殿 天平 1 4 j 

夢殿 飛烏 救IIt観音 151 
百済観肯常 飛烏 白済観音 1 5l 
大宝蔵院 内／fil [ 5l 
大宝蔵院 I’I I、I_1¥ 15] 
聖霊院 平安 1121 l51 
大宝蔵院 平安 1069 151 
新堂 平安 I IC前半？ [5¥ 
人宝蔵院 内 九而観音、語来 [5[ 

線が基準線と成す角度。

(3)眉間角 (GA): tr _aから g-aに引いた直線

が基準線と成す角度。

(4)鼻根角 (SeA): tr_aから se_aに引いた直

線が基準線と成す角度。
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No 
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16 
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18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 
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30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

表 2. 資料一覧表 （ヒト）

性別の mは男性、fは女性

表示記号 国藉 年令

□Im 日本 46 

日2「 円本 23 

日3「 日本 24 

[I 4rn 口本 23 

日5m F1本 23 

H 6m 日本 22 

LI 7m 口本 22 

「l8m R本 22 

11 I Orn 日本 23 

日 IIm 円本 23 

11 12f 「1本 22 

LI 14m 日本 22 

l」15m 日本 23 

日 16m 「1本 24 

日 17m □本 23 

韓 3m 韓国 31 

韓 4m 韓国 27 

韓 5m 韓国 23 

韓 6m 斡t[El 23 

韓 7177 韓国 25 

韓 9m 韓国 25 

韓 !Om 韓国 29 

韓 IIf 韓国 24 

韓 I2f 韓国 26 

韓 I3f 韓同 27 

叶IIf 中国 24 

中 2m 中国 28 

中 3m 中国 24 

叶14m 中国 27 
1 1 1 5 f 中国 28 

米 Im 米国 56 

米 2m 米国 36 

米 3f 米国 25 

米 4m 米国 32 

米 5m 米国 31 

米 6m 米国 38 

印 Im インド 24 

ニュ If ニュージーランド 34 

バン Im バングラデシュ 37 

英 Im 英Icl 29 

3.3. 統計的方法

性別 (m/f)

m 

f 

f 

In 

Ill 

m 

m 

m 

m 

In 

r 
nl 
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m 

Ill 

n1 

911 

m 

f 

f 

f 

f 

m 

m 

Ill 

f 

m 

m 

f 

m 

m 

m 

ITl 

f 

m 

m 

設定した特徴パラメータについてクラスター分

析を行った。クラスター分析には EXCEL多変量

解析 ver.5.0を利用した。

クラスター分析については、最短距離法、最長

距離法、群平均法、重心法、あるいはウォード法

を検討し、造形様式との対応性が最も良好なウォ

ード法を採用し、基準値データを用いた。

4. 鼻梁側面観諸角度の算出

鼻角以外の角度は、 tr_aから他の計測点に引い

た直線と 、その計測点から基準線に下した垂線と

がつくる直角三角形から算出した。贔角は prn_a

から prn'_aに引いた直線と、 prn_aから基準線に
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図 1．鼻梁側面観の計測点と計測角

鼻尖角 TA=L. prn_a ・ tr_a ・ gn_a 

鼻角 PA=乙prn_a・ prn'_a ・ gn_a 

眉問角 GA=乙g_a・ tr _a ・ gn_a 

鼻根角 SeA=L. se_a ・ tr_a ・ gn_a 

下した垂線とがつくる直角三角形から算出した。

算出した全標本の角度を表 3および表 4に示す。

5. 造形分析に適用する特徴パラメータの検討

前報 121においては、鼻尖角 (TA) に対するそ

の他の角度の大小が、品梁側面観の直線度合に対

応することを考慮し、 鼻尖角に対する角度比の対

数を、特徴パラメ ータとして採用した。 このパ

ラメ ータは、角度比の対数変換値 ：LRPA (=log 

(PA/TA)）、 LRGA(=log (GA/TA)）、 LRSeA(=log 

(SeA/TA)）であり、これらの 3変数を適用して

2群（仏像群とヒ ト群）併合のクラスター分析を

行っていた。

本研究は、 2群の標本間近縁度に対応する標本



表 3. 鼻梁側面観諸角度 （彫像群）

表記の単位：度

No 対象略称 ぷ，＼尖角 品角 盾間角

I 隆 l金党釈迦 I 8 4 29 4 I I 7 

2 隆 2金堂薬師 17 6 25 7 I 5 3 

3 隆 3令常阿弥陀 17 8 24 8 17 5 

4 隆 4菩薩 16 3 23 8 10 I 

5 陥 5釈迦 15 9 18 3 14 9 

6 隆 6観呂 17 2 23 16 2 

7 降 7観音 l 7 3 23 I l 5 8 

8 降 8夢違 l6 7 I 8 7 15 5 ， 隆 IO観音 17 8 22 8 20 

10 隆 11観音 16 9 25 3 13 8 

11 隆 14橘阿弥陀 14 7 216 14 2 

12 将危 15 ~裔 /1JI杭 14 20 2 13 2 

13 隆 16橘右脇 13 7 15 8 l4 9 

14 隆 17金堂持国 I 6 I 277 12 8 

15 降 18金幽増長 16 5 28 2 14 6 

16 隆 19令常広目 I 5 6 27 4 I 2 8 

17 隆 20金堂毘沙 j 7 3 27 3 14 7 

18 隆 21金常占祥 15 8 25 14 9 

19 隆 22地蔵 l 6 l 21 15 6 

20 隆 23溝‘惰快師左脇 I 7 8 24 5 15 6 

21 隆 26観勒俯正 I 66 23 3 22 5 

22 隆 27五重文殊 16 2 27 15 3 

23 陥 29五玉持1位 I 5 3 24 17 

24 陥 30（り者 16 2 23 7 20 

25 隆 34食常梵）く I 6 2 32 2 I I 3 

26 陥 35食‘壻帝釈 159 30 13 2 

27 隆 38食堂広II 15 6 24 5 25 I 

28 隆 40令常占祥 129 17 6 12 8 

29 降 41炒殿迎it 24 6 33 24 2 

30 隆 42rl_li円薬師 15 4 26 7 10 5 

31 陥 43(L；法,1-,阿弥陀 I 89 28 3 13 2 

32 隆 44（云法lい阿弥陀左脇 17 6 23 9 13 7 

33 隆 45（以去中阿弥陀右脇 168 23 3 14 6 

34 降 46伝法lIEj阿弥陀 I 9 3 29 5 11 8 

35 隆 47伝法西阿弥陀左脇 17 5 26 7 12 I 

36 隆 48伝法西阿弥陀右脇 I 7 2 29 4 13 5 

37 隆 49(L；法東阿弥陀 18 24 I 15 5 

38 隆 52綱封弥勒 18 8 22 7 15 3 

39 隆 53夢殿行信 20 4 34 I 2 l 6 

40 隆 56救世観畠 208 316 18 4 

4 I 隆 58百済観音 196 30 I I 5 7 

42 隆 60観音 15 8 20 6 16 6 

43 降 66勢至 I 8 7 22 5 21 2 

44 腐径 68A f:I上り' 19 29 9 I 6 7 

45 隆 72太f少年 17 2 22 219 

46 隆 80槃師中尊 I 8 6 34 3 14 

47 降 90九侑i 14 8 20 9 12 3 

間ユークリ ッド距離の演算にあたり、 晶尖角に対

するその他の角度の比をパラメータとして使用し

た。

使用したパラメータ：

（彫像）ふ＝ RPA,= PA、/TA¥，均 ＝RGA\• 

= GA/TA入，x3= RSeA、=SeA,./TA,9 

（ヒト）Yi=RPAv = PA/TAv,必＝RGA.v

= GA/TAぃy3= RSeAv = SeA/T A, 

品根角

11 9 

12 

14 4 

99 

14 8 

I 3 2 

13 3 

12 8 

14 2 

I 2 9 

12 I 

I I 5 

12 8 

8 

10 2 

84 

I 3 3 

I I 9 

14 4 

I 3 I 

11 I 

IO.I 

11 I 

I 3 3 

87 

89 

11 9 

109 

17 8 

10 I 

13 

14 2 

13 

13 6 

12 6 

I I 4 

14 2 

15 7 

I 5 9 

13 4 

12 6 

l 3 7 

16 5 

99 

I 4 8 

11 I 

95 
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No 

I 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

表 4．鼻梁側面観諸角度 （学生群）

表記の単位：度

表示記号 鼻尖角 昴角 眉問角

口 Im I 4 7 25 7 24 7 

円2f 19 3 37 20 

日3f 15 7 26 5 17 9 

H 4nl 213 316 24 8 

日5111 I 9 3 3 I I 26 4 

[l 6m I 8 5 34 2 23 7 

Fl 7m 17 7 30 3 23 

L| 8m l 9 I 33 7 23 6 

11 10111 19 9 3 I 5 216 

II I Im 213 37 2 22 

日 12f I 7 3 389 18 7 

11 14m 22 I 28 3 30 I 

Fl I Sm I 9 2 28 I 25 5 

U 16m 18 30 9 23 5 

Fl 17m 19 5 36 5 219 

韓 3m 19 8 38 219 

韓 4m I 7 I 32 5 27 9 

韓 5m 16 8 319 22 9 

韓 6m 20 8 313 29 I 

韓 7m 19 3 34 1 21 5 

韓 9m 18 7 43 4 216 

韓 !Om 18 2 42 I 24 4 

韓 IIf I 8 6 36 5 22 7 

韓 I2f I 9 4 35 21 I 

韓 13「 20 2 38 7 21 4 
1 | l l f 16 l 38 3 I 5 2 

叶12m 16 36 6 17 7 

中 3m 212 312 319 

中4m 22 4 37 9 239 

1 1 1 5「 19 2 38 6 21 

米 Im 20 2 30 2 19 9 

米 2m 24 4 44 3 21 

米3f 19 30 I 20 2 

米 4m 22 8 33 2 22 5 

米 5m 20 3 38 6 I 8 7 

米 6m I 9 5 21 24 2 

印 Im 23 36 8 24 

ニュII‘ 22 I 40 3 19 7 

バン Im 19 2 37 4 I 3 3 
央...Im 20 7 46 3 22 4 

6. 彫像群対学生群の全標本間距離

昴根角

109 

11 3 

11 2 

14 6 

16 2 

I 3 8 

14 

I 3 6 

13 5 

15 7 

97 

I 99 

15 5 

14 I 

11 5 

l 4 

11 9 

I 2 3 

17 

I 3 I 

109 ， 
13 2 

12 8 

12 6 

7 I 

87 

18 I 

16 

I I 9 

I 5 8 

16 5 

I 6 I 

17 5 

12 

14 9 

17 4 

14 9 

99 

94 

6.1. 彫像群対学生群の全標本間距離の算出

下記の演算式により、彫像群 47例と 学生群

40例の個別総当り 標本間距離を、 各変数ごとの

標本間差分からユー クリッド距離として算出し

た。
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標本間ユークリッド距離 ：

D19IIn = J（区（x111-y19),）2 

i= 1,2,3, n= 1 ~ 47, m= 1 ~ 40 

彫像群各標本の、 学生群 40例との距離の平

均値を、表 5の第 3列に昇順で示す。この値は、

各彫像と学生群の鼻梁側面観形状の近縁性に対応

するものと考えられる。第 4列には、次節で述

べるクラスター分析のクラスタ一番号を、また第

表 5. 学生群 40例に対する彫像群各標本の鼻梁側面観特

徴パラメータ ・ユークリ ッ ド距離の平均値

昇順 略称 平均距離
クラスター

学最生短群距標離本0)がiNo 

I 隆 53炒殿fr{；； 0 3567 6 14 

2 隆 29万爪陪薩 03778 6 2 

3 隆 271「.,T,文殊 04050 6 l 

4 隆 18令外th,l長 0 4291 6 2 

5 陥 21令常，甘祥 0 4296 6 

6 降 30(．'i行 04567 7 3 

7 降 35食常帝釈 0 4 737 3 ， 
8 隆 19令党広目 0 4855 3 ， |；各 201:，；:t片廿少 04900 2 

10 隆 l4橘阿弥陀 0 4901 2 2 

11 I発481広i去1llill11げ）ヽ 1i1協 0 4929 3 

12 降 56救I廿観音 04950 2 

13 降 68太 I,11年 0 5064 2 

14 降 15橘I1.I協 0 5166 2 

15 腐t80古ii(：llirht9 0 5173 3 

16 隆 26観勒｛i州「 0 5203 7 

17 陥 17令‘:;q『国 0 5236 3 

18 隆 3金常阿弥陀 0 5308 2 

19 隆 2令党染師 05324 2 

20 隆 58(i済観名 0 5397 2 

21 | ；径11紺i',.f 0 54 76 2 

22 隆 40令‘t;t,Ii祥 0 5577 I 

23 降 41炒殿迎詮 05603 I 

24 隆 421llilり薬師 0 5724 3 

25 陥 23講党薬師左脇 0 5819 I 

26 隆 45仏法中阿弥I1脇 0 5819 I 

27 隆 6観音 0 5820 I 

28 降 38食常lム11 0 5820 7 3 

29 隆 IO観晋 0 5857 1 

30 隆 90Ju面 05877 I 

31 隆 60観音 0 5942 I 

32 降 7観臼 0 5959 I 

33 降 34食常梵大 0 5975 3 2 

34 陥 72)ヽ i’•少年 06044 2 I 

35 隆 47伝法西阿弥左脇 062 I 2 4 

36 隆 49（広法束阿弥陀 0 6212 I 

37 降 22地蔵 0 6252 I 

38 降 43ii払l1l阿弥陀 06279 4 

39 隆 l令党釈迦 06409 4 

40 II径44（広il「1>1111)弥；／J；I協 0 6583 I 

4 I 隆 66勢令 0 6682 5 I 

42 腐径 46(al、Iili|:IIli年柑ど 0 6832 4 

43 隆 4菩藉 0 71 12 4 

44 降 16橘右I協 0 7314 5 

45 II径52 細11寸芹lヽ柑J 0 7493 5 

46 陥 8炒迎 0 7639 5 

47 隆 5釈迦 0 7672 5 
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5列には、その彫像群標本を最短距離とする学生

群の標本数を掲げている。

6.2. 彫像群と学生群の全標本間距離のクラスタ

一分析 （彫像群）

彫像群 47例を標木とし、 学生群 40例を変数

として、総当り標本間ユークリッ ド距離によるク

ラスター分析を行った。その結果を図 2に示す。

各クラスターの形状特徴を把握するためには前

報 [2lで用いた対数変換値が、鼻尖角に対するそ

の他の角度の大小を直感的に表現するには好都合

であるので、各クラスターに含まれる個々の彫像

標本の LRPA、LRGA、および LRSeAの 3特徴パ

ラメータ値を詳しくしらべた。

図 3は、各クラスターに属する彫像標本の 3

特徴パラメータ平均値を示している。クラスター

間における造形特徴の相違を明らかに見て取るこ

とができる。

表 5の第 4列には、その彫像が属するクラス

ターの番号を掲げ、彫像クラスターの造形特徴と

学生群標本との近縁度合を示す。また、同表第 5

列には、全彫像の中でその彫像を最短距離の標本

とする学生群標本の数を掲げている。

学生群標本は 30例のモンゴロイド系（日、韓、

中）と 10例の非モンゴロイド系から成る。クラ

スター 6と7は、ヒ トの鼻梁側面観形状に近い

造形の彫像により構成され、それは図 3からわ

かるように、眉間の隆起と品根の陥凹が比較的明

瞭な起伏型表現を示している。 このクラスター ・

メンバーには、人物像あるいは人物類似像が多く

含まれている。

同じく図 3から、クラスター 5は品尖角に対

する眉間の隆起や鼻根の陥凹が比較的少なく、鼻

梁が直線に近いかたちを示す彫像である ことがわ

かる。このクラスターは全体的にヒトの形状とは

遠い造形である。

クラスター 1~4は、前報 12]で 「単調型」と

した、 眉間 ・鼻根ともに平坦で鼻だけが突出する

様式であり、眉間と鼻根の起伏の程度によってク

ラスター別けがなされている。

6.3. 学生群から見た彫像群標本とのユークリ ッ

ド距離

彫像群 47標本に対する学生群 40例のユーク

リッド距離平均値を、昇順に配列 して表 6の第 3
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CL4 CL3 CL2 CL6 CL5 CL1 CL7 

クラスター分析樹形図

隆 隆 隆 隆 隆 陥 隆 隆 隆 隆 隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆隆
1隆4隆4隆1隆4隆8隆2隆2隆5隆3隆1隆2隆2隆5隆5隆6隆7隆4隆4隆2隆4隆6隆2隆3
金47461942303金］0586金1417295釈82166観25904244107638
堂3伝粗云7金8西5薬4堂1金6百8堂5橘8五1五3迦夢綱6勢観音3伝0金1地9伝0観2観〇食
釈因邦憐去金閲斎暉：而浪黄聟堂炭斉丸河橘河金重金重夢違店脈至音講法九堂夢硼云［雄見音太靱号世
遥晒西常亙去薬巻噂］賠毘団視召炭司節記ば睾殿 弥右 党れ面彗役 ‘l却噌イ僧者広
井可阿持目西師布裸梵 沙観音旧咆柏紺弁籾志薩行 勒協 捐I可祥道剌呵 少正目
阿弥弥国阿釈天 音 年 長祥信 師弥詮阿弥年
弥生陀弥 左 右弥左
陀協右 脇 脇防協

脇

A 

a...1 Q 

13 I 9 

隆 霰金堂頸器而

隆7観音 隆3金鄭弔祁t

ロ
隆四云去祁弔符華階氾太召ザt
隆491云去郵弔祁t
隆

隆7乞に干少年

隆 改 這

心 a-4 a5 Qふ

7 5 5 5 

隆17金堂持国 隆1金額烈咀 隆5釈迦 隆1斑包世悧長

隆19°3包匂去目 陸菩薩 隆8夢違 隆21金堂吉祥

隆食 隆心伝法中河弥陀 隆1{3f説胡協 隆27五重文殊

隆85食堂帝釈 隆唄云早翠℃ 隆52綱封前勒 隆29五重菩薩

隆42西円蝉雨 隆47伝法西迅日 1 隆6硯誇至 隆招刊言

B
 

図2 彫像群と学生群の全標本間ユークリ ッ ド距離によるクラスター分析 （彫像群）

A 樹形図

B 同上各クラスターのメンバー構成

-49-



多変畠ユークリッド距離を川いた仏像り｝梁側面観0)造形分析
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0

0

0
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-

＿

＿

 

廻
岳
廿

クラスター

□LRPA□LRGA口LRSeA

図 3. 全標本間距離によるクラスタ ー分析で得られた

各クラスターの特徴パラメータ平均値 （彫像群）

列に示す。すなわち、法隆寺彫像に近い側面観を

有するヒ トを類似度順に配列したものである。ま

たそのヒトを最短距離とする彫像群標本数を第 4

列に掲げている。

表 6. 彫像群各標本に対する学生群 40例の鼻梁側面観形

状ユークリ ッ ド距離の平均値

昇IIIn 略称 平均距離
最短距離の
周針(~lft1繋 4ゞ各し

I 米4m 0 2737 18 
2 米 Im 0 2783 7 
3 印 Im 0 3227 
4 11 I Orn 0 3397 2 
5 米3「 0 3455 

6 11 4m 03668 
7 巾 4m 03736 2 

8 11 I 1 f 0 3933 ， 11 3f 0 4078 

10 米2m 0 4 I 48 8 
11 ニュ If 0 4209 

12 韓 7m 0 44 I I 
13 韓 l2f 0 4555 
14 11 15m 0 4845 2 
15 米5m 0 4965 I 
16 日8m 0 5052 
17 117m 0 5244 
18 n 16m 0 5301 

19 n 17m 0 5304 

20 韓 l3f 0 5321 

21 I」Zf 0 5337 

22 韓 3m 0 5440 

23 115111 05459 

24 韓 6m 0 5473 

25 11 14m 0 5589 I 
26 米6m 0 5600 3 
27 116m 0 5835 

28 バン Im 0 5869 I 
29 中5f 0 6204 

30 韓 IIf 0 6276 
31 巾 3m 0 6431 I 
32 仰 5m 06668 
33 日 12r 08357 
34 II Im 0 8444 

35 英 Im 08521 I 
36 韓 4m 08676 
37 中 2m 08803 

38 韓 9m 09166 

39 , 17 1 f 09664 
40 韓 10m 09941 

6.4. 彫像群標本と学生群標本から見た最短ユー

クリッド距離標本一覧

彫像群各標本にもっとも近い距離にある学生群

標本と、学生群各標本にもっとも近い距離にある

彫像群標本の一覧表を、表 7に掲げた。この表

を一見すれば、大半の仏像が米国人グループに最

短距離を示し、いっぽうモンゴロイド系の人は多

く人物像あるいは人物類似像に最短距離を示して

いることがわかる。

7. ユークリッ ド平均距離に基づく彫像とヒトの

鼻梁側面観の対比

7.1. 彫像群

1)ユークリッ ド距離の平均値が小さいグループ

表 5の距離平均値が上位 10位までに入る標本

の側面観画像を、図 4Aに示す。また図 4Bには、

各標本の、鼻尖角に対する、鼻角、眉間角、鼻根

角の比率の対数変換値を示す。これらは、1例（隆

(1) | （2) I (1) I (4) | (5) 
怜 5:3炒殷h(，―; II冷29f,．直菩薩 l'i 27 fi.,r,文外 怜 18金堂増長性 21金党吉祥

A
 

0.4 

口LRPA口LRGA口LRSeA

B 

図 4.学生群標本とのユ ークリ ッ ド距離平均値が小さい

彫像群標本 （表 5)の側面観画像と特徴パラメータ・

グラフ

A 側面観画像 カッコ内の数字は距離平均値の順位
B 同上標本の側面観特徴パラメ ータ・グラフ 特徴パ

ラメータ： LRPA(=log (PA/TA)）、 LRGA(=log 
(GA/TA)）、 LRSeA(=log (SeA/TA)) 
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14橘阿弥陀）を除き、人物像と人物類似の造形

になる菩薩像や天部像であり、品の突出と鼻根の

陥凹が明瞭で、程度の差はあるが眉間が隆起した

特徴を有している。

表 5の第 5列が示しているように、これら 10

標本を最短距離の標本とする学生群標本は 33例

あり、全数の 80％以上を占める。

2)ユークリッド距離の平均値が大きいグループ

表 5の距離平均値順位が下位の 38位から 47

位までの 10標本の側面観画像を、図 5Aに示す。

また図 5Bには、各標本の、鼻尖角に対する、鼻角、

眉間角、晶根角の比率の対数変換値を示す。これ

らは、クラスター 1に属する 1例（隆 44伝法中

阿弥左脇）を除き、クラスター 4あるいは 5に

属する。すなわち、鼻尖から直線状の鼻梁が伸び

るリニア型（クラスター 5)あるいは眉間の隆起

と鼻根の陥凹がほとんど認められない単調型（ク

(:J9) 

廂 1金堂択迦

A
 

0.25 

DLRPA DLRGA□LRSeA 

B 

図 5. 学生群標本とのユークリ ッ ド距離平均値が大きい

彫像群標本 （表 5)の側面観画像と特徴パラメータ・

グラフ

A 側面観画像 カッコ内の数字は距離平均値の順位
B 同上標本の側面観特徴パラメータ・グラフ 特徴パ

ラメータ： LRPA(=log (PA/TA)）、 LRGA(=log 
(GA/TA)）、 LRSeA(=log (SeA/TA)) 

ラスター 4)である。これらは、人間からかけ離

れた造形特徴を有していて、学生群標本と最短距

離にある像は 1例のみであった。

7.2. 学生群

l)ユークリッ ド距離の平均値が小さいグループ

表 6の距離平均値が上位 10位までに入る標本

の側面観シルエット画像を、図 6Aに示す。また

図 6Bには、各標本の、鼻尖角に対する、鼻角、

眉間角、鼻根角の比率の対数変換値を示す。これ

らは、学生群の中では少数例であるが、彫像には

多くの類似造形がある。とくに第 1位の米 4mは

最短距離の彫像群標本が 18を数えるが、図 6A

に見られるとおり、眉間隆起が軽度であって、仏

像造形に近い形状を示していることがわかる。こ

れらの標本は、学生群の中では少数派に属する品

梁形状を示すが、仏教彫像はこれに近縁のものが

(!) 

米0lm

0.3 

0 25 

0.2 
0.15 

0.1 
0.05 

゜-0.05 
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図 6. 彫像群標本とのユークリ ッ ド距離平均値が小さい
学生群標本 （表 6)の側面観シルエ ッ ト画像と特
徴パラメータ・グラフ

A 側面観シルエ ッ ト画像 カッコ内の数字は距離平
均値の順位

B 同上標本の側面観特徴パラメータ・グラフ 特徴パ
ラメータ ：LAPA(=log (PA/TA)）、 LRGA(=log 
(GA/TA)）、 LRSeA(=log (SeA/TA)) 
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多い。

表 6の第 4列が示しているように、これら 10

標本を最短距離の標本とする彫像標本は 37例あ

り、全数の 78％以上を占める。

2)ユークリッド距離の平均値が大きいグループ

表 6の距離平均値順位が下位の 31位から 40

位までの 10標本の側面観画像を、図 7Aに示す。

また図 7Bには、各標本の、鼻尖角に対する、鼻角、

眉間角、鼻根角の比率の対数変換値を示す。これ

らは、 1例 （英 lm)を除きモンゴロイド系であり、

短距離群とは対照的な標本構成を示している。鼻

角が鮮明で、眉間隆起が顕著であるかあるいは鼻

根の陥凹が顕著な起伏型である。これらは、大多

数の仏像からかけ離れた造形特徴を有し、彫像群

標本と最短距離にある標本は 2例しかなかった。

l:lll 
9 1 1 3 m 
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韓 5m

(3:J) 
H I 21. 

(3 1 1 

11 Im 
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炭 Im
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図 7. 彫像群標本とのユークリ ッ ド距離平均値が大きい

学生群標本 （表 6)の側面観シルエ ッ ト画像と特

徴パラメータ・グラフ

A 側面観シルエ ッ ト画像 カッコ内の数字は距離平
均値の順位

B 同上標本の側面観特徴パラメータ・グラフ 特徴パ
ラメータ： LRPA (=log (PA/TA)）、 LRGA(=log 
(GA/TA)）、 LRSeA(=log (SeA/TA)) 

8. 考察

8.1. 彫像群と学生群の全データ間ユークリッド

距離による形状特徴類似性の評価

前報 l2lでは、仏像群と学生群のデータを併合

したクラスター分析を行い、それぞれ特徴的なク

ラスターに分類できることを報告したが、個々の

仏像側而観造形がどの個人の形状に近いか、ある

いは遠いかは論じることができなかった。

本研究では、仏像とヒ トの鼻梁側面観形状の類

似性を表現する尺度として、必尖角に対する鼻角、

眉問角、品根角の比を特徴パラメータとして用い、

彫像群と学生群全標本の総当りユークリッド距離

を算出した。

これにより、彫像とヒトの全標本を、ユーク

リッド距離という 1軸上に配列することができ、

さらに個々の仏像鼻梁側面観造形と個々の人の鼻

梁側面観形状の近縁性あるいは遠縁性を知ること

ができた。

法隆寺彫像は、仏像のみならず人物像や天部な

どの人物類似像をも含むので、本研究手法を仏像

以外の彫像一般へ適用できる可能性が示唆された

と考えている。

8.2. 法隆寺彫像群と学生群の近縁性

l)学生群との平均距離が短い彫像について ：平

均距離が短い彫像は、人間のプロファイルに近

い印象を与える起伏型 l2lである。夢殿の行信像

（隆 53)は天平期の人物像であり、学生群の類

似標本数が最多であった。同じく天平期作品であ

ることが確実な五重塔塑像については、侍者（隆

30)も人物像であるが、醤薩像（隆 29) と文殊

菩陸像（隆 27)も、人物像に近い造形であるた

め、 学生群との平均距離が小さかった。いっぽう

金堂飛鳥期の増長天（隆 18)と広目天（隆 19)、

同平安期の吉祥天（隆 21)と毘沙門天（隆 20)、

食堂帝釈天（隆 35)は、人物に近い造形である。

天部において、古くからヒ トに近い側面観造形が

行われていたことを示 している。第 10位には、

上位 10像の中で唯一の仏像として白鳳期の橘夫

人阿弥陀三尊像本尊（隆 14)がランクされたが、

このものの鼻梁側面観起伏の程度は軽度である。

学生群を見る と、これ ら 10標本を最短距離の

標本とする学生群標本は 33例あり、全数の 80%

以上を占めた。

2)学生群との平均距離が長い彫像について ：距
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離平均値順位が下位の 10標本（第 38位から第

47位まで）には、クラスター 5のリニア型が 5

例含まれていた。リニア型は、人間離れの直線的

な鼻梁側面観造形である。これらは、大宝蔵院の

釈迦如来像（隆 5、飛鳥期）、夢違観音像（隆 8、

白鳳期）、勢至菩薩像（隆 66、白鳳期）、橘夫人

阿弥陀三尊右脇侍像（隆 16、白圃期）、綱封蔵の

弥勒菩薩像（隆 52)である。その他の 5例中 4

例が、クラスター 4の単調型であった。単調型は、

とくにわが国の仏像に広く適用された仏性表現の

代表的な様式の一つであり、眉間と鼻根のシルエ

ットが平坦に近く、さっぱりとした印象を与える。

俗的なかたちから離れた、超越性表現の一つと考

えられる。それらは伝法堂中の間の阿弥陀三尊像

本尊（隆 43、天平期）、同西の間の阿弥陀三尊像

本尊（隆 42、天平期）、金堂本尊の釈迦如来像（隆

］、飛鳥期）、大宝蔵院の菩陸像（隆 4、飛鳥期）

である。

平均距離が第 11位以下の彫像は 36例あり、

言わばヒトに似ていない彫像の比率は 76％と大

半を占める。これらは“人間離れの鼻梁側面観造

形”に属するものと考えられる。

第 13位の聖霊院聖徳太子像（隆 68、平安期）

と第 16位の観勒僧正像（隆 26、平安期）は、

ともに人物像であるにもかかわらず仏性表現に近

く、さらに進んで第 23位の夢殿道詮像（隆 41、

平安期）や第 34位の聖徳太子少年像（隆 72、

平安期）になると、仏像と変わらない造形表現で

あることがわった。

3)彫像群との平均距離が短い学生群標本につい

て：距離平均値が第 10位までに入る学生群標本

を最短距離の標本とする彫像群標本は 37例あり、

このうち米国人を最短距離とするものが 33例で

あったことは、驚くべき結果と言えよう 。米国人

の出自は多様であるが、第 10位までの 4例はす

べて、コーカソイド系と見られる。また、たった

ひとりの米国人（米 4m)を最短距離とする彫像

が 18例もあった。これらを列挙すると、 金堂阿

弥陀如来像（隆 3、鎌倉期）、大宝蔵院の菩薩像（隆

4、飛鳥期）、釈迦如来像（隆 5、同）、観音菩薩

像（隆 7、飛鳥白圃期）、橘夫人阿弥陀三尊左脇

侍像（隆 15、白鳳期）、 金堂地蔵菩薩像（隆 22、

平安期）、講堂槃師三尊左脇侍像（隆 23、平安期）、

金堂吉祥天像（隆 40、平安期）、夢殿道詮像（隆

4 1、平安期）、伝法堂中の間の阿弥陀三尊左脇侍

-54-

像（隆 44、天平期）、同右脇侍像（隆 45、天平期）、

伝法堂東の間の阿弥陀三尊中尊像（隆 49、天平

期）、綱封蔵の弥勒菩薩像（隆 52)、夢殿救世観

音菩薩像（隆 56、飛鳥期）、大宝蔵院の観音菩薩

像（隆 60、白鳳期）、同九面観音菩薩像（隆 90、唐）

であり、長期にわたるもっとも優れた像たちが含

まれている。

前報 [2]で述べたように、直線的な側面観鼻梁

を示すリニア型は、中国石仏にも確実に存在して

いるが、眉間と鼻根の変化が少ない単調型はむし

ろ日本の仏像に広く普及した形跡があり、その特

徴は日本においてとくに強化されたのではないか

と推定された。このシンプルな眉間・鼻根様式は、

おそらく人間離れ表現の形式のひとつではないか

と推定されるが、それがいわゆるコーカソイド系

渡来人を参考にしたものか、日本人の好みによる

ものか、 長年月にわたる表現形式の引継ぎの結果

であるか、あるいはそれらの要因が複合したもの

かはわからない。

4)彫像群との平均距離が長いヒト標本について：

これらは既述のように 1例（英 lm)を除きモン

ゴロイド系であり、自身がモンゴロイドである作

家たちが製作した仏教彫像が、モンゴロイドに広

く見られる形状とはかけ離れた表現になってい

ることが興味深い。これら標本の鼻梁シルエッ ト

は、図 6に示した最短距離標本群とは対照的で

あり、特徴パラメータ ・グラフを見ても両グルー

プの形状差違は顕著である。

鼻梁側面観形状において、学生群中の欧米人が、

彫像群の多数派である超越的造形の彫像標本に近

縁であったことは、たいへん興味深いことと言え

るであろう 。

9. まとめ：

l)前報 [2]に引続き、とくにヒ ト形状との対比

において、仏教彫像鼻梁側面観造形の特徴分析を

行った。

2)鼻尖角に対する鼻角比、眉間角比、鼻根角比を、

ユークリッド距離計算に適用するパラメータとし

た。

3)法隆寺彫像とヒ ト （学生群）のデータ間ユー

クリッド距離を算出した。

4)算出したユークリッド距離軸上に、彫像群と

学生群の全標本間データが配列されたので、どの

ような鼻梁側面観を有するヒ トに近い造形の彫像



がどれか、などの判別が可能になった。

5) このユークリッド距離は、仏像鼻梁の超越性

表現と、ヒ トの具体的な鼻梁形状との間の距離に

対応するので、仏性表現の尺度と見なすことがで

きると考えられる。

6)今回標本とした法隆寺諸像は、唐請来が明確

な九面観音菩薩像を除き、大陸からの渡来人ある

いは日本人の作と考えられているが、そのうちの

大半の仏像と最短のユークリッ ド距離にある人物

が欧米人たちであったことは予想を超える結果で

あったということができる。

11本顔学会誌八巻 ーり
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英文要旨

Making of Buddhist statues was originated at present-day Pakistan and India in the end of 1st century 

and thereafter spread to every region of Asia, producing a variety of artforms reflecting locality, ethos, and age. 

We are conducting investigation into statistical analysis of the artforms using data obtained from digitalized 

images of Buddhist figures. In the preceding paper, we used 3 logarithmic parameters in relation to the nasal 

angle, the glabellar angle, and the sellion angle. Here, to clarify the degree of resemblance between individual 

Buddhist sculptures and individual persons in the aspect of nasoglabellar profile, we adopted the feature 

parameters such as the ratio of the nasal angle, the ratio of the glabellar angle, and the ratio of the sellion angle, 

respectively, to the pronasale angle. We performed calculation of Euclidean distances between 4 7 nasoglabellar 

profile data from Horyuji temple statues and 40 nasoglabellar profile data from university students. As the 

result, all the Buddhist sculptures were aligned in one axis of the Euclidean distance. These distances reflect 

the degree of resemblance between the Buddhist figure's nasoglabellar profiles and the human profiles. We 

consider that the long Euclidean distance would correspond to an expression of the Buddhist transcendental 

character of enlightened super-humanity. 
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